












1.調査方法

1)胎児異常のうち,先天異常疾患につき,その疾患登録を,北海道大,福島医大,筑波大,東京

大,北里大,名古屋市大,国立循環器病センター,香川医大,九州大の 9 機関において実施し

た。1987 年から 1991年までの過去 5年間における登録症例は 725 症例で,疾患数は約 150

種類であった。この疾患登録データを分析し,より広範な調査を実施するための項目整理

を行い,新たな調査票を作成した。

2)日本産科婦人科学会周産期委員会胎児病小委員会(小委員長 佐藤章)と協力し,周産期委

員会を構成する22医療機関(旭川医大,東北大,福島医大,自治医大,筑波大,慶応大,日本大,

日本医大,東京大,愛育病院,浜松医大,奈良医大,国立循環器病センター,大阪市立母子セン

ター,神戸大,岡山大,愛媛大,香川医大,高知医大,九州大,久留米大,宮崎医大)に調査票を

送付し,1990 年,1991 年について奇形発生状況と疾患別の診断時期,診断方法,胎児・新生

児治療の有無とその予後等,23項目にわたって個票調査を行った。


